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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、携帯端末向け無線通信のシステム実装に関する研究についてまとめたものであり、以下の５章により構
成した。 
 第１章では、無線通信機能を搭載する携帯端末のシステム実装について述べ、本研究の背景と目的を明らかにする
とともに、研究内容と成果について概説した。 
 第２章では、本研究の対象となる携帯電話端末の実装およびホームネットワークの構築について概要を記述した。
まず、携帯電話システムの技術動向と W-CDMA 方式の概要について述べ、携帯電話端末のシステム実装手法につい
て考察した。次に、ホームネットワークの概要について述べ、ホームネットワークヘの無線通信の適用手法について
考察した。 
 第３章では、コンフィギュラブルプロセッサによる W-CDMA チャネルコーデックの実装手法について記述した。
まず、本研究で用いたコンフィギュラブルプロセッサと設計対象となる W-CDMA チャネルコーデック処理の概要を
述べた。その後、シミュレーションによるプロファイリング結果に基づいて、付加すべき専用命令について考察した。
シミュレーションを通して、実装した専用命令による高速化が実現されたことを明らかにし、専用命令の実装に必要
なハードウェアの規模について評価した。 
 第４章では IEEE 802.15.4 を用いたホームネットワーク構築について記述した。まず、本論文で対象とする家電制
御領域およびセンサ領域のホームネットワーク向けの通信プロトコルに要求される機能を述べ、提案プロトコルにつ
いて考察した。次いで、評価システムを構築し、実証実験を通して得られた性能評価について記述した。 
 第５章では、本研究で得られた成果を要約し、今後に残された課題について述べ、結論とした。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は近年、多様化、複雑化が進むディジタル無線通信の利用に対して、携帯端末向けのシステム実装法に関す
る研究の成果をまとめたものであり、以下の主要な結果を得ている。 
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⑴W-CDMA チャネルコーデックの実装 
 W-CDCA 携帯電話端末用のチャネルコーデックをコンフィギュラブルプロセッサを用いて実装している。各処理
の必要サイクル数を命令セットシミュレータにより分析し、コンフィギュラブルプロセッサの命令追加機能を用いて、
適切な専用命令を追加し、処理サイクル数を削減することにより、リアルタイム処理可能な実装を得ている。高速化
後の処理サイクルを見積もると共に、回路規模の増加量を見積り、本実装で回路規模の増加を上回る高速化を実現し
たことを確認している。 
⑵家電制御ホームネットワークプロトコルの設計と実装 
 新たな無線通信用途である家電制御ホームネットワークについてネットワークプロトコルを設計し提案している。
ホームネットワークの用途・構成機器などによる分類、それぞれの領域に関する要求機能などを整理し、明らかにし
ている。その上で、必要な特性を満たし、特に機器ノードの処理が軽減するようにプロトコルを工夫している。提案
プロトコルは試作通信アダプタ上のマイコンに実装され、実機での動作確認やフィールドテストを行い、提案プロト
コルが実際に動作することを示している。 
 以上のように、本研究で述べた W-CDMA チャネルコーデックの実装は、コンフィギュラブルプロセッサが無線通
信に関する信号処理に適用可能であることを示しており、無線通信システムの実装に際して、設計手法検討やアーキ
テクチャ検討に関する知見として貢献するものと期待できる。また、ホームネットワークプロトコルの設計は、プロ
トコル上の工夫により機器ノードの処理軽減を実現しており、機器ノードの部品コスト、実装コストの低減に有用で
ある。これにより、今後のホームネットワーク機器の普及に貢献するものと期待できる。よって、博士（情報科学）
の学位論文として価値のあるものと認める。 
